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（
特
定
海
外
事
業
計
画
の
変
更
の
指
示
）

第
六
条

主
務
大
臣
は
、
法
第
八
十
五
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
特
定
海
外
事
業
計
画
の
変
更
を
指
示
す
る

と
き
は
、
当
該
変
更
の
指
示
の
内
容
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
様
式
第
十
四
に
よ
る
通
知
書
を
当
該
変
更
の
指
示

を
受
け
る
認
定
特
定
海
外
事
業
者
に
対
し
て
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

２

主
務
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
指
示
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
財
務
大
臣
に
協
議

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

主
務
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
指
示
に
際
し
、
国
際
協
力
銀
行
に
対
し
、
必
要
な
情
報
の
提
供
を

求
め
る
と
き
は
、
様
式
第
十
五
に
よ
り
、
そ
の
求
め
を
行
う
も
の
と
す
る
。

４

国
際
協
力
銀
行
は
、
前
項
の
求
め
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
求
め
に
応
じ
て
、
主
務
大
臣
に
対
し
、
様
式
第
十
六

の
書
面
に
よ
り
、
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。

（
特
定
海
外
事
業
計
画
の
認
定
の
取
消
し
）

第
七
条

主
務
大
臣
は
、
法
第
八
十
五
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
特
定
海
外
事
業
計
画
の
認
定

を
取
り
消
す
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
様
式
第
十
七
に
よ
る
通
知
書
を
当
該
認
定
が
取
り
消
さ

れ
る
認
定
特
定
海
外
事
業
者
に
対
し
て
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

２

主
務
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
取
消
し
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
財
務
大
臣
に
協

議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

主
務
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
取
消
し
に
際
し
、
法
第
八
十
五
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

る
法
第
八
十
五
条
の
三
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
際
協
力
銀
行
に
対
し
、必
要
な
情
報
の
提
供
を
求
め
る
と
き
は
、

様
式
第
十
八
に
よ
り
、
そ
の
求
め
を
行
う
も
の
と
す
る
。

４

国
際
協
力
銀
行
は
、
前
項
の
求
め
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
求
め
に
応
じ
て
、
主
務
大
臣
に
対
し
、
様
式
第
十
九

の
書
面
に
よ
り
、
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。

５

主
務
大
臣
は
、
認
定
特
定
海
外
事
業
計
画
の
認
定
を
取
り
消
し
た
と
き
は
、
様
式
第
二
十
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
国

際
協
力
銀
行
に
対
し
て
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
定
期
の
報
告
）

第
八
条

法
第
八
十
五
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
報
告
を
し
よ
う
と
す
る
認
定
特
定
海
外
事
業
者
は
、
認
定
特

定
海
外
事
業
計
画
の
実
施
期
間
の
各
事
業
年
度
に
お
け
る
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て
翌
事
業
年
度
の
六
月

末
日
ま
で
に
、
様
式
第
二
十
一
の
報
告
書
に
よ
り
、
主
務
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
申
請
等
の
方
法
）

第
九
条

第
二
条
第
一
項
及
び
第
四
条
第
一
項
の
申
請
書
並
び
に
第
三
条
第
四
項
、
第
四
条
第
七
項
、
第
六
条
第
四
項

及
び
第
七
条
第
四
項
の
書
面
並
び
に
第
五
条
第
二
項
の
届
出
書
並
び
に
第
八
条
の
報
告
書
の
主
務
大
臣
に
対
す
る
提

出
は
、
主
務
大
臣
の
い
ず
れ
か
の
大
臣
に
、
正
本
及
び
そ
の
写
し
各
一
通
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
行
う
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
当
該
い
ず
れ
か
の
大
臣
が
提
出
を
受
け
た
日
に
他
の
大
臣
に

報
告
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

２

前
項
の
資
料
（
前
項
の
資
料
に
添
付
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
る
資
料
を
除
く
。）は
、
日
本
語
で
書
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
申
請
者
そ
の
他
の
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地
に
つ
い
て
は
、
ロ
ー
マ
字
を
用
い

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
事
業
の
実
施
の
支
障
時
等
の
報
告
）

第
十
条

認
定
特
定
海
外
事
業
者
は
、認
定
特
定
海
外
事
業
計
画
に
記
載
さ
れ
た
事
業
の
実
施
に
著
し
い
支
障
が
生
じ
、

又
は
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、主
務
大
臣
に
そ
の
旨
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
報
告
は
、
主
務
大
臣
の
い
ず
れ
か
の
大
臣
に
報
告
す
る
こ
と
に
よ
り
、
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
当
該
報
告
は
、
当
該
い
ず
れ
か
の
大
臣
が
提
出
を
受
け
た
日
に
他
の
大
臣
に
報
告
さ
れ
た
も
の
と
み
な

す
。

附

則

こ
の
命
令
は
、
令
和
八
年
九
月
十
八
日
か
ら
施
行
す
る
。
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